
構成機関による主な取組内容について

資料２
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水のめぐみ館「アクア琵琶」、ウォーターステーション琵琶を拠点と
した防災意識向上に資する住民連携イベント等の啓発活動の実施

琵琶湖河川事務所

＜取組番号22、62＞
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車両避難の判断に資するリードタイムの長い防災情報の提供 琵琶湖河川事務所
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＜取組番号34＞

ＪＲ西日本から本協議会への参画希望
・水害リスクライン活用開始
・担当者会議にオブザーバー出席または会議資料提供



水防資機材について、河川管理者、水防活動に関わる関係者が
共同して点検を実施

琵琶湖河川事務所、
大津市

＜取組番号37＞

樹木伐採前 樹木伐採後

【目的】評定基準の改定に伴い重要水防箇所を見直したため変更内容の説明と水防資機材や個別箇所の点検
を水防管理者ほか関係者とともに実施しました。

【参加者】琵琶湖河川事務所５名 大津市４名

【行程】Ｒ２．９．３０ １４：００～１５：４５
１．琵琶湖河川事務所にて事前説明
２．瀬田川出張所にて水防資機材の確認
３．瀬田川における陸閘の点検

水防資機材の点検 陸閘の点検
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河川情報等の迅速な状況把握と関係期間への情報提供と共有 琵琶湖河川事務所

＜取組番号47＞
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瀬田川洗堰下流改修
■ 令和２年度に69.6k付近、令和３年４月にかけて68.5k付近の河道掘削を実施しました。

琵琶湖河川事務所

河道掘削箇所

＜取組番号51＞

横断図

堤防
（左岸）

H.W.L.

【河道掘削】

令和3年度施工範囲 7



令和３年度ホットライン説明資料

瀬田川および大津・信楽圏域版

＜取組番号1,2,14＞

出水期前に協議会においてホットラインの連絡体制を確認 協議会全体
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洪水予報河川・水位周知河川について

洪水予報河川 ： 瀬田川（関ノ津観測所・鳥居川観測所） ・・・ 国交省⇔大津市

水位周知河川 ： 大戸川（綾井橋観測所・大戸川旭橋観測所） ・・・ 滋賀県⇔大津市・甲賀市

洪水予報（瀬田川）河川・水位の状態

＜取組番号1・2＞

・・・氾濫するおそれのある水位

・・・避難準備や高齢者等
の避難を開始する水位

・・・氾濫の発生を注意する水位

・・・水防団が待機する
目安となる水位

氾濫発生 氾濫発生情報

氾濫危険情報

氾濫警戒情報

氾濫注意情報

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
運
用

警戒レベル5相当情報

警戒レベル4相当情報

警戒レベル3相当情報

警戒レベル2相当情報
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水位観測局位置図

綾井橋

大戸川旭橋

鳥居川

関ノ津

＜取組番号1・2＞
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水位の名称
発表される避難情報

・警戒レベル（目安）

瀬田川 大戸川

関ノ津 鳥居川 綾井橋 大戸川旭橋

氾濫危険水位
(レベル４水位) 避難指示 2.80 1.40 1.90 3.20
避難判断水位
(レベル３水位) 高齢者等避難開始 2.60 1.30 1.60 2.70
氾濫注意水位
(レベル２水位) 消防団が出動 2.00 0.80 1.30 2.30
水防団待機水位

(レベル１水位) 消防団が待機 1.00 0.70 0.90 1.80

各水位から氾濫するまでの想定時間 90分 180分

河川管理者（国交省・滋賀県） 大津市・甲賀市

水位・情報 双方向のホットライン 発令等

氾濫危険水位
(レベル４水位) 琵琶湖河川事務所長

土木事務所長

市長
（危機管理監）

避難指示

避難判断水位
(レベル３水位) 高齢者等避難琵琶湖河川

事務所長
土木事務所
河川砂防課長

防災担当
課長

氾濫注意水位
(レベル２水位) 消防団が出動

水防団待機水位
(レベル１水位) 消防団が待機

ホットラインの具体的な運用（案）

ホットラインの主な内容
現状到達水位、予想到達水位情報

その時点で判明している河川の損壊箇
所や浸水発生等の情報

避難判断水位から

水位（ｍ）

危険度・現象の予測

水位情報・現象の予測

警戒レベル4

警戒レベル3

＜取組番号1・2＞

レベル４

レベル３

レベル２

レベル１
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土砂災害に関するホットライン

現在

1時間後
U

nr
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土壌雨量指数(mm)
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0
分
間
積
算
雨
量
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m
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r)

実況雨量

1時間先予測雨量

2時間先予測雨量

2時間後

土砂災害発生危険基準線(CL)

スネークライン

○ 土砂災害降雨判定図

大雨警報(KP)大雨注意報(CP)

県 市

情 報 双方向のホットライン 発 令 等

土砂災害警戒情報の発表
〔警戒レベル4相当情報〕

砂防課長
（砂防職員）

防災部局
（※１）

避難指示

ホットラインの主な内容

◆彦根地方気象台と砂防課が協議し、土砂災害警戒

情報の発表が決定した時（正式発表の約10分前）

◆発表が決定した時点で、砂防課から該当する市のホッ

トライン連絡先に、土砂災害警戒情報の発表について事

前に電話連絡する。

※2時間後の予測雨量が土砂災害発生危険基準線

(CL)を超過する場合、土砂災害警戒情報を発表

土砂災害発生危険
基準線(CL)超過

土砂災害警戒
情報発表

彦根地方気象台
砂防課協議
発表決定

ホットライン

10～15分前 2時間後

※１ 各市から報告のあった連絡先

＜取組番号1・2＞
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ホットライン・緊急速報メールの配信のタイミング

住民のみなさま

緊急速報メール配信
➃氾濫のおそれ
➄氾濫発生

● 緊急速報メールの配信

河川氾濫のおそれがあ
るときなどに緊急速報
メールを配信

● 河川水位と洪水予報など

※ 水防警報は、瀬田川では関ノ津、野洲川では野洲観測所

の水位を発令の基準にしています。

（件名）
氾濫のおそれ

（本文）
警戒レベル４相当

瀬田川で氾濫のおそれ

関ノ津（大津市）付近で河川の水位が上
昇、氾濫が発生する危険があります

自治体からの情報を確認し、安全確保を
図るなど速やかに適切な防災行動をとっ
てください。今後、氾濫が発生すると、避
難が困難になります

（国土交通省）

プッシュ型配信
配信内容【見本】

緊急安全確保

警戒レベル

〔警戒レベル5〕

〔警戒レベル4〕

〔警戒レベル3〕

＜取組番号1・2・14＞

ホットライン
(水位情報、現象の予測)

ホットライン
(危険度、現象の予測)

ホットライン
(決壊・氾濫の情報)

⑤氾濫発生情報

避難指示④氾濫危険情報

高齢者等避難③氾濫警戒情報

③氾濫注意情報

⑤氾濫発生
命の危険

直ちに安全確保

危険な場所から
全員避難

危険な場所から
高齢者等は避難

自らの避難行動
を確認

とるべき行動
（住民）

水防活動開始

資材の点検等、水防

活動の準備を始める

いつでも出動できる
ように待機

水防活動
（水防団）
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（件名）
氾濫のおそれ

（本文）
警戒レベル４相当

瀬田川で氾濫のおそれ

関ノ津（大津市）付近で河川の水位が上昇、氾濫
が発生する危険があります

自治体からの情報を確認し、安全確保を図るなど
速やかに適切な防災行動をとってください。今後、
氾濫が発生すると、避難が困難になります

（国土交通省）

（件名）
氾濫発生

（本文）
警戒レベル5相当

瀬田川で氾濫が発生

●●市●●地先（●●側）付近で河川の水が
堤防を越えて住宅地などに押し寄せています

命を守るための適切な防災行動をとってください

（国土交通省）

（件名）
氾濫発生

（本文）
警戒レベル5相当

瀬田川で氾濫が発生

●●市●●地先（●●側）で堤防が壊れ、
河川の水が住宅地などに押し寄せています

命を守るための適切な防災行動をとってください

（国土交通省）

「水防災意識社会 再構築ビジョン」に基づく取組 ～緊急速報メールを活用した洪水情報のプッシュ型配信～

レベル４ レベル５破堤 レベル５越水

＜取組番号14＞

○洪水の緊急速報メール文章改善（令和２年出水期から運用開始予定）
・文章を短く（直接的な情報を有さない部分は削除）
・「氾濫危険水位」など専門用語は使用しない
・自治体からのメールとの違いを明確に

洪水情報のプッシュ型配信イメージ

携帯電話事業者（NTTﾄﾞｺﾓ、KDDI・沖縄ｾﾙﾗｰ、

ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ（ﾜｲﾓﾊﾞｲﾙ含む））

洪水予報作成・発表
（地方整備局等）

河川管理者（国）・気象庁 関係市町村、報道機関等
メール・FAX
等

一般住民

緊急速報メール洪水情報

追加!! 追加!!

テレビ・ラジオ
インターネット等

従来 従来

○国土交通省では、「水防災意識社会 再構築ビジョン」のもと、洪水時に住民の主体的な避難を促進するため、平成２８年９月から緊急速報メール
を活用した洪水情報のプッシュ型配信を実施。
○瀬田川・野洲川では、平成２９年５月１日から氾濫危険情報（レベル４）及び氾濫発生情報（レベル５）の発表を契機として、住民の主体的な避難を促進
するための情報を配信。
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大津市大石富川地区での取組状況について

これまでの取組 浸水警戒区域指定に係わる経緯

地区 取組開始年 取り組み状況

大石
富川
地区

平成28年度

H27.07.25 出前講座（役員向け）

H28.12.17 出前講座（住民向け）

H29.07.29 役員WG（タイムライン（案）検討）

H29.08.19 住民WG（タイムライン（案）、防災マップ（案）検討）

H29.10.15 出前講座（住民向け）

H29.10.15 住民WG（避難についての意見交換）

H30.02.17 役員WG（タイムライン、防災マップの各戸配布）

H30.10.21 住民WG（図上訓練）

R01.11.24 住民WG（まちあるき、浸水警戒区域素案の説明）

R03.03.19 水害・土砂災害に強い地域づくり計画書の配布

～令和2年度

■浸水警戒区域素案の作成、■想定水位の設定

R03.03.19 ■大石富川地区水害・土砂災害に強い地域づくり計画書の配布
（全戸配布）

R03.04.04
R03.04.07

■「浸水警戒区域の指定」に関する個別相談窓口の開設
（ｵｰﾌﾟﾝﾊｳｽ）

R03.05 ■第4回瀬田川地域安全協議会

今後の予定

R03.06 ■浸水警戒区域指定（案）の縦覧

R03.06 ■市長への意見聴取

R03.07 ■滋賀県流域治水推進審議会

R03.07 ■浸水警戒区域指定の告示

平成29年7月
タイムライン（案）検討

今回指定を予定している区域

平成29年10月
避難についての意見交換 平成30年10月 図上訓練

平成30年2月
タイムライン、防災マップの配布

大石富川地
区
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